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This study was an effort to understand the reality of the 3?night of the summer
 
dance festival and the identity of the painter,its organizer,through the examination
 
of the goal he sets and the methods he uses in the tale“Night in the Oak Woods”.
His goal is to reconcile in the 3?night of the summer dance festival where his is
 
invited by the king of the oak trees,between the king of the oak trees and a peasant
 
Seisaku,both of whom having gotten involved in quarrel about the chopping down of
 
oak trees by the later. He uses humour to achieve this goal. The painter seems to
 
believe songs of oak trees on their feelings about Seisaku,sung one after the other
 
from their own child-like hearts,should so touch Seisaku’s own child-like heart that
 
he should sing in turn from his own child-like heart to share his feelings with those
 
of the oak trees,thus bringing about a reconciliation between them. The 3?night
 
of the summer dance festival that he attempts to make is an open,constructively
 
self-organizing festive space,where a change of the feelings of the painter corre-
sponds with that of lights of the full moon,and a detested person such as Seisaku is
 
tolerated and accepted. This festive space seems to be the archetype of a joyous
 
space of the Rasuchijin-Kyoukai (Rustic Man of Earth Association),which Miyazawa
 
Kenji established to organize local cultural activities with peasants. The painter,
personified resonance of the oak woods,has got much of a sense of humour. He is
 
likely to be the future image of Miyazawa Kenji himself who might have decided at
 
the time when he wrote the tale to work with peasants in the near future, and
 
moreover, seems to be the prototype of the benevolent man described in his
 
well-known“Amenimomakezu”,his prayers to himself,who,living in a tiny hut with
 
a thatched roof in the shadows of the pine woods in the country, is called an
 
ineffective puppet by everyone,and whom he himself,being nearly bed-ridden for his
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きいろの むかしのきものを つけなさる かし
はばやしの このよひは なつのをどりの だい
さんや やがてあなたは みずいろの けふのき














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































バレ ホメラレモセズ クニモサレズ サウイフ
モノニ ワタシハナリタイ」と賢治が祈った利他
的行為者と重なる。しかも彼は、画描きと同様、
「野原ノ松ノ林ノ蔭ノ 小サナ萱ブキノ小屋ニ」い
る森の住人である。しかし彼は、もがき苦しむ「修
羅」の面影を残す画描きとは異なり、「雨ニモマケ
ズ 風ニモマケズ 雪ニモ夏ノ暑サニモマケヌ
丈夫ナカラダヲモチ 慾ハナク 決シテ瞋ラズ
イツモシヅカニワラツテイル」という円熟した自
己である。さらに彼は、「東ニ病気ノコドモアレバ
行ッテ看病シテヤリ 西ニツカレタ母アレバ
行ッテソノ稲ノ束ヲ負ヒ 南ニ死ニサウナ人アレ
バ 行ッテコハガラナクテモイヽトイヒ 北ニケ
ンクヮヤソショウガアレバ ツマラナイカラヤメ
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ロ」という画描きを超える利他的行動者である。
彼の方法は、画描きのように歌の共同制作という
芸術的方法ではなく、「アラユルコトヲ ジブンヲ
カンジョウニ入レズニ ヨクミキキシワカリ ソ
シテワスレズ」という利他的自己自体の働きを用
いた行動的な方法である。
この利他的行為者は、「ミンナニデクノボートヨ
バレ ホメラレモセズ クニモサレズ」という存
在であり、清作から見た画描きの姿と矛盾しない。
画描きも「雨ニモマケズ」の利他的行為者も、と
もに農民の近くに住んでいて農民のための利他的
行為者でありながら、農民からは理解されない存
在である。しかしながら画描きも利他的行為者も、
単なる常識を欠く変人ではない。その心の変化が
満月の光の変化と同時である画描きは、満月と〝同
行二人"の豊かな内面世界を持つ巡礼者である。
また「サウイフモノニ ワタシハナリタイ」とい
う「雨ニモマケズ」の利他的行為者は、豊かな内
面世界において向上する決意を持っている。この
ように画描きは、自身への祈りである「雨ニモマ
ケズ」の、野原の松の林の蔭の小さな萱ぶきの小
屋にいてデクノボウと地域の農民から呼ばれ、晩
年の数年ほぼ寝たきりの賢治がそうなりたいと切
望した、利他的行為者の原型と考えることができ
る。
８．要約
本論は、童話「かしはばやしの夜」において、
夏の踊りの第三夜の組織者として画描きが設定す
るゴールと用いる方法を吟味することにより、夏
の踊りの第三夜の実体と画描きの正体を読み解く
試みであった。画描きのゴールは、柏の木大王か
ら招待されている夏の踊りの第三夜において、清
作による柏の木の伐採をめぐる柏の木大王と清作
の間の口喧嘩を仲直りさせることである。彼はこ
のゴールを達成するためにユーモアを用いる。画
描きは、柏の木が清作に対する子ども心からの気
持ちを順番に歌うなら、子ども心がそれに触発さ
れて清作も子ども心から歌うようになり、両者が
情緒を共有することで仲直りにいたると信じてい
るようである。画描きが組織化する夏の踊りの第
三夜は、画描きの心の変化が満月の光の変化と呼
応し、清作のような嫌われ者を許し受け入れる建
設的に自己組織化する祝祭的時空間である。それ
は、賢治が農民と地域で文化活動を行うために設
立した須地人協会のたのしい空間の元型と思われ
る。画描きは、おそらく人間の姿を取った柏の響
きであるが、豊かなユーモアのセンスを持ってい
る。画描きは、近い将来に農民たちとともに働く
ことを決意していたかもしれないこの物語制作時
の賢治によって描かれた未来の自身の姿と思われ
る。さらに画描きは、自身への祈りでありよく知
られた「雨ニモマケズ」の、野原の松の林の蔭の
小さな萱ぶきの小屋にいてみんなにデクノボウと
呼ばれる、晩年の数年ほぼ寝たきりの賢治がそう
なることを切望した利他的行為者の原型とも考え
ることができる。
引用・参考文献
１)藤井義博．宮澤賢治の心象スケッチ：まことの
ことばの啓示．藤女子大学QOL研究所紀要．
2013；8(1)：19-31．
２)宮澤清六，他編．新校本宮澤賢治全集．第12巻
童話［V］・劇・その他 異稿篇．筑摩書房；東
京：1995．
３)宮澤清六．兄賢治の生涯．In：兄のトランク．筑
摩書房；東京：1987，pp.213-239．
― ―48
